
接種
回数

0歳 1ヵ月 2ヵ月 3ヵ月 4ヵ月 5ヵ月 6ヵ月 7ヵ月 8ヵ月 9ヵ月 10ヵ月 11ヵ月 1歳 3ヵ月 6ヵ月 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳

不活
化

インフルエンザ菌b型
（ヒブ）

定期 4回 ① ② ③ ④

不活
化

肺炎球菌
（PCV13）

定期 4回 ① ② ③ ④

不活
化

B型肝炎
（母子感染予防を除く）

定期 3回 ① ② ③

1価 2回 ① ②

5価 3回 ① ② ③

不活
化

四種混合
（DPT-IPV：ジフテリア、百日
咳、破傷風、ポリオ）

定期 4回 ① ② ③ ④ （7.5歳まで）

生 BCG 定期 1回 ①

生 麻しん・風しん
(MR)

定期 2回 ① ② ②は小学校就学前の1年間

生 水痘 定期 2回 ① ②

生 おたふくかぜ 任意 2回 ① ②

不活
化

日本脳炎 定期 4回 ①② ③ （7.5歳まで） ④ 9-12歳

不活
化

インフルエンザ 任意 毎秋 毎年秋ごろ（10月11月などに）①② 13歳より①

日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール（2018年8月1日版）より作成

不活
化

不活性化ワクチン 定期 定期接種の推奨期間 定期接種の可能期間

生 生ワクチン 任意 任意接種の推奨期間 任意接種の可能期間

10歳以上

こどもの予防接種スケジュール

法律で定められた期間内で接種した場合は原則として無料（公費負担）

費用は自己負担（自治体によって公費助成があります）
ワクチンの必要性は定期接種ワクチンと変わりません。

ワクチン名

生 ロタウイルス 任意



ワクチン名 接種期間 注意事項 ワクチン名 接種期間 注意事項

インフルエンザ菌b型
（ヒブ）

①-②-③の間はそれぞれ４～8週あけ
る。
③-④は7～13ヵ月あける。

生後2ヵ月～５歳の誕生日前日まで。
初回の接種月齢・年齢によって接種間隔・回数
が異なります。

BCG
12ヵ月未満に接種
標準的には5～8ヵ月未満

肺炎球菌
（PCV13）

①-②-③の間はそれぞれ4週以上あけ
る。
③-④は２ヵ月以上あけ、かつ１歳～１
歳３ヵ月の間に④を接種する。

生後2ヵ月～5歳の誕生日前日まで。
５歳～6歳未満の間に任意で追加接種が可能。

麻しん・風しん
(MR)

①1歳以上2歳未満
②5歳以上7歳未満
（小学校入学前の1年間）

麻疹曝露後や流行地域では麻しんワクチンを生
後６ヵ月以降で接種可能。その場合接種回数に
は数えず、①・②は規定通り接種する。

B型肝炎
（母子感染予防を除
く）

①生後2ヵ月
②生後3ヵ月
③生後7～8ヵ月
①-②は4週、①-③は20週以上あけ
る。

1歳以上でも未接種の場合は早めに接種するこ
とを推奨。
母親が妊娠中にB型肝炎のキャリアであること
が分かった場合は、かかりつけの医療機関の指
示に従う。

水痘（みずぼうそう）
①生後12～15ヵ月
①-②は3ヵ月以上あける

ロタウイルス

生後6週から接種可能、①は8～15週
未満を推奨
・1価ワクチン：①-②は4週以上あけ
る
・5価ワクチン：①-②-③は4週以上あ
ける

・1価ワクチン：生後24週までに完了すること
・5価ワクチン：生後32週までに完了すること

おたふくかぜ
①1歳以上
②5歳～7歳未満（小学校入学前の1年
前）

予防効果を確実にするために2回接種が必要で
ある。

四種混合
（DPT-IPV：ジフテリ
ア、百日咳、破傷風、
ポリオ）

①-②-③の間はそれぞれ3-8週あけ
る。
③-④は6ヵ月以上あける。
（標準的に③終了後12～18ヵ月の
間）

11歳～13歳未満に追加接種として二種混合ワ
クチンを1回接種

日本脳炎
①-②は3歳のうちに6～28日あける。
③は①から1年あける。
④9～12歳

・生後6ヵ月から接種できるが、標準的には3歳
から。
・2007年4月2日から2009年10月1日生ま
れのひとは生後6ヵ月-7歳6ヵ月未満または9歳
-13歳未満の間に第1期の接種が可能。
・2005年5月からの積極的推奨の差し控えを
受け、1995年4月2日から2007年4月1日生
まれの特定対象者は、20歳未満までは定期接種
可能。

インフルエンザ ①-②は４週（2-4週あける） 13歳未満：2回、13歳以上：1回または2回

こどもの予防接種スケジュール


